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第
十
三
条
の
二
の
見
出
し
中
「
振
興
」
を
「
振
興
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
の
振
興
」
の
下
に
「
及
び
そ
の

競
争
力
の
強
化
」
を
、「
防
止
」
の
下
に
「
、
水
産
動
植
物
の
生
育
環
境
の
保
全
及
び
改
善
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「
の
振
興
」
の
下
に
「
及
び
そ
の
競
争
力
の
強
化
」
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
三
中
「
す
る
者
」
を
「
す
る
者
等
」
に
改
め
、「
お
け
る
」
の
下
に「
農
林
水
産
業
そ
の
他
の
産
業
へ
の
」

を
加
え
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
、
そ
の
活
用
に
よ
る
場
所
に
制
約
さ
れ
な
い
働
き
方
の
普
及
等
の

社
会
の
変
化
に
も
留
意
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
の
四
中
「
お
け
る
定
住
の
促
進
」
を
「
お
い
て
移
住
、
定
住
及
び
特
定
居
住
並
び
に
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
維
持
及
び
形
成
を
促
進
す
る
こ
と
」に
、「
住
宅
及
び
」を「
住
宅
等
の
整
備（
空
家
の
活
用
に
よ
る
も
の
を
含
む
。）、」

に
、「
、
廃
棄
物
及
び
海
岸
漂
着
物
」
を
「
及
び
廃
棄
物
」
に
改
め
、「
施
策
」
の
下
に
「
並
び
に
地
域
に
お
け
る
住
民
の

生
活
及
び
産
業
の
振
興
の
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め
の
施
策
」
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
五
中
「
配
置
」
の
下
に「
、
情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
た
診
療
及
び
そ
の
た
め
の
施
設
の
設
置
」を
、「
含

む
」
の
下
に
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
無
医
地
区
以
外
の
地
区
に
お
い
て
医
療
の
提
供
に
支
障

が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
必
要
な
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
又
は
こ
れ
を
補
助
す
る
看
護
師
の
確
保
、
定
期
的
な

巡
回
診
療
、
保
健
師
の
配
置
、
情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
た
診
療
及
び
そ
の
た
め
の
施
設
の
設
置
、
医
療
機
関
の
協

力
体
制
の
整
備
等
に
よ
り
当
該
地
区
に
お
け
る
医
療
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
、適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
の
六
の
見
出
し
中
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
の
下
に
「
及
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
」
を
加
え
、
同
条
中
「
お

け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
の
下
に
「
並
び
に
障
害
者
及
び
障
害
児
に
係
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
」
を
、「
提
供
、」の
下
に

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
知
識
及
び
技
術
の
習
得
の
促
進
等
を
通
じ
た
地
域
の
人
材
の
活
用
等
に
よ
る
」
を
、「
者
の

確
保
」
の
下
に
「
並
び
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
」
を
、「
の
充
実
」
の
下
に
「
並
び
に
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
及
び
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
障
害
者
及
び
障
害
児
に
係
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
、
当
該
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
従
事
す
る
者
の
確
保
、
当
該
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
事
業
所
等
の
整
備
、
提
供
さ
れ
る
当
該

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
内
容
の
充
実
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
移
住
等
の
促
進
、
人
材
の
育
成
並
び
に
関
係
者
間
に
お
け
る
緊
密
な
連
携
及
び
協
力
の
確
保
）

第
十
五
条
の
三

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
生
か
し
つ
つ
、
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域

の
持
続
的
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な
人
材
の
確
保
に
資
す
る
移
住
、
定
住
及
び
特
定
居
住
の
促
進
、
地
域
社

会
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
並
び
に
年
齢
、
性
別
等
に
か
か
わ
り
な
く
、
多
様
な
住
民
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を

い
う
。）、
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
間
に
お
け
る
緊
密
な
連
携
及
び
協
力
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮

を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
の
四
の
見
出
し
を「（
半
島
防
災
の
推
進
及
び
実
効
性
の
確
保
）」に
改
め
、
同
条
中
「
あ
る
こ
と
」
の
下
に

「
及
び
国
土
強
靱
化
の
観
点
」
を
加
え
、「
、
及
び
」
を
「
及
び
軽
減
す
る
た
め
、
並
び
に
」
に
、「
孤
立
す
る
」
を
「
孤

立
し
、
及
び
地
域
経
済
の
円
滑
な
運
営
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
」
に
、「
国
土
保
全
施
設
、
避
難
施
設
、
備
蓄
倉
庫
、
防

災
行
政
無
線
設
備
、
人
工
衛
星
を
利
用
し
た
通
信
設
備
そ
の
他
の
施
設
及
び
設
備
の
整
備
、
防
災
の
た
め
の
住
居
の
集

団
的
移
転
の
促
進
、
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
訓
練
の
実
施
、
被
災
者
の
救
難
、
救
助
そ
の
他
の
保
護
を
迅
速
か
つ
的

確
に
実
施
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
及
び
関
係
行
政
機
関
の
連
携
の
強
化
そ
の
他
の
防
災
対
策
の
推
進
」
を
「
次
に
掲

げ
る
事
項
そ
の
他
の
半
島
防
災
の
た
め
の
施
策
の
推
進
及
び
そ
の
実
効
性
の
確
保
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加

え
る
。

一

道
路
、
港
湾
等
の
交
通
施
設
、
水
道
、
下
水
道
等
の
供
給
施
設
及
び
処
理
施
設
、
国
土
保
全
施
設
、避
難
施
設
、

備
蓄
倉
庫
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
活
用
し
た
非
常
用
電
源
設
備
、
防
災
行
政
無
線
設
備
、
人
工
衛
星
を
利

用
し
た
通
信
設
備
そ
の
他
の
施
設
及
び
設
備
の
整
備

二

防
災
の
た
め
の
住
居
の
集
団
的
移
転
の
促
進

三

防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
訓
練
の
実
施

四

被
災
者
の
救
難
、
救
助
そ
の
他
の
保
護
、
施
設
及
び
設
備
の
応
急
の
復
旧
、
緊
急
輸
送
の
確
保
そ
の
他
の
災
害

応
急
対
策
並
び
に
災
害
復
旧
を
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
及
び
関
係
行
政
機
関
の
連
携
の

強
化

第
十
五
条
の
四
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
生
活
に
必
要
な
物
資
の
確
保
等
）

第
十
五
条
の
五

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
感

染
症
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
と
当
該
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
以
外
の
地
域
と
の
間

の
人
の
往
来
又
は
物
資
の
流
通
が
停
滞
し
又
は
制
限
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
お
い
て

住
民
の
生
活
の
安
定
及
び
地
域
経
済
の
円
滑
な
運
営
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
当
該
場

合
に
お
け
る
住
民
の
生
活
に
必
要
な
物
資
の
確
保
及
び
事
業
活
動
の
継
続
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す

る
。

（
生
産
機
能
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
が
特
に
低
位
に
あ
る
集
落
へ
の
配
慮
）

第
十
五
条
の
六

人
口
の
著
し
い
減
少
等
に
伴
つ
て
地
域
社
会
に
お
け
る
活
力
が
低
下
し
、
生
産
機
能
及
び
生
活
環
境

の
整
備
等
が
他
の
集
落
に
比
較
し
て
特
に
低
位
に
あ
る
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
内
の
集
落
を
そ
の
区
域
に
含
む
半

島
地
域
市
町
村
は
、
当
該
集
落
に
お
い
て
、
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
を
も
つ
て
そ
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の

施
設
、
郵
便
局
等
の
活
用
等
に
よ
り
、住
民
が
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
環
境
の
維
持
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
及
び
都
道
府
県
は
、
当
該
半
島
地
域
市
町
村
か
ら
の

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
を
行
う
者
の
派
遣
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
高
齢
者
」
の
下
に
「
及
び
児
童
」
を
加
え
、
同
条
中
「
お
け
る
高
齢
者
」
の
下
に
「
及
び

児
童
」
を
、「
施
設
」
の
下
に
「
及
び
児
童
福
祉
施
設
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
教
育
の
充
実
）

第
十
四
条
の
二

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
お
い
て
、そ
の
教
育
の
特
殊
事
情
に
鑑
み
、

学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
（
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
も
の
を
含
む
。）の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
社

会
の
特
性
に
応
じ
た
生
涯
学
習
の
振
興
に
資
す
る
た
め
の
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す

る
。

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
た
め
、
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
区

域
外
に
居
住
す
る
子
ど
も
が
豊
か
な
自
然
環
境
、
伝
統
文
化
等
を
有
す
る
半
島
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
教
育
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
自
然
環
境
の
保
全
及
び
再
生
）

第
十
四
条
の
三

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
海
岸
漂
着
物
等
の
処
理
そ
の
他
の
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
及
び
そ
の

周
辺
の
海
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び
再
生
（
自
然
景
観
の
保
全
を
含
む
。）に
資
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い

て
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
推
進
）

第
十
四
条
の
四

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
自
然
的
特
性
を
生
か
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
そ
の
経
済
的
社
会
的
環
境
に
応
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的
か
つ
適
切
な
供
給

の
確
保
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
に
係
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
並
び
に
土
地
、水
、

バ
イ
オ
マ
ス
そ
の
他
の
地
域
に
存
在
す
る
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
が
地
域
経
済
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
活
用
の
観
点
か

ら
行
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
体
制
の
整
備
に
必
要
な
支
援
そ
の
他
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
推
進

す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
等
の
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
中
「
文
化
的
所
産
」
の
下
に
「
及
び
地
域
の
風
土
等
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
の
二
中
「
お
け
る
」
の
下
に
「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
観
光
地
、
高
い
国
際
競
争
力
を
有
す
る
観
光
地

そ
の
他
の
魅
力
あ
る
観
光
地
の
形
成
等
を
通
じ
た
」
を
加
え
る
。
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